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2※◉は国宝、◎は重要文化財（重文）、○は重要美術品（重美）を表します。特に表記のないものは東京国立博物館蔵です。 

    は「ヒアリングループ」対応のイベントです。

　希少な伝統工芸の最高技能者に与えられる称号
である「フランス人間国宝」。この認定にあたっては、
15年以上の実績を伴う熟達した技と、革新性にあふ
れた創作性、そして次世代へ技術を継承できる人徳
が求められます。
　本展で紹介している15作家のうち、壁紙作家と真

しん

鍮
ちゅう

細工作家の二人はまだこの称号を得てはいません
が、しかし両名とも高い技術力と革新性から、本展出
品作家に選ばれました。
　「素材を成形し、日 そ々れに立ち向かうことが自身
を形作る」と語る真鍮細工作家ル・ベール氏。代表
作である「無限」のもつ、艶

つや

やかでしなやかに鍛えあ
げられた真鍮の質感に、作家の真摯な制作姿勢を感
じることができるのではないでしょうか。 （熊谷美和）

　京都の北西にあって、御
お

室
むろ

桜
ざくら

で知られる仁
にん

和
な

寺
じ

は、光
こう

孝
こう

天皇が仁和2年（886）に建立を発願し、次
代の宇

う

多
だ

天皇が仁和４年（888）に完成させた真言
密教の寺院です。歴代天皇の厚い帰

き

依
え

を受けたこ
とから、すぐれた文化財が伝わり、創建時の本尊で
ある国宝「阿

あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

」は、日本彫刻史上の
名品です。また、国宝「高

たか

倉
くら

天
てん

皇
のう

宸
しん

翰
かん

消
しょう

息
そく

」（展示は
～2月12日〈月・休〉）をはじめとした皇族の書も多く
残ります。本展覧会では、これら仁和寺に伝わる名
品のほかに、仁和寺を総本山とする御室派寺院に
伝わる文化財も紹介します。天平彫刻の最高傑作
の一つとして知られる葛

ふじ

井
い

寺
でら

の国宝「千
せん

手
じゅ

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

坐
ざ

像
ぞう

」（展示は2月14日〈水〉～）のほか、多くの秘
仏が見られる貴重な機会になります。
　また、仁和寺の観音堂再現コーナーでは、33体の
安置仏と壁画の高精細画像で、一般には立ち入るこ
とのできない、修行の場である観音堂の厳かな空気
を体感していただきます。 （丸山士郎）

　古代より交易路が張り巡らされ、人 と々諸文明が
行き交ったアラビア半島。その躍動的な文化を示す
サウジアラビア王国の至宝を日本で初めて公開しま
す。100万年以上前にさかのぼるアジア最初の石器、
5000年前に砂漠に立てられた人

ひと

形
がた

石
せき

柱
ちゅう

、ヘレニズ
ム時代やローマ時代に賑わった古代都市からの出
土品、イスラームの聖地カァバ神殿で17世紀に使わ
れた扉、サウジアラビア初代国王の遺品（20世紀）
など、約400の貴重な文化財を通して、アラビア半島
の知られざる歴史をお楽しみください。 （小野塚拓造）

「フランス人間国宝展」
期待の作家、      
次のフランス人間国宝候補に注目

特別展

「仁和寺と      
御室派のみほとけ
－天平と真言密教の名宝－」
仁和寺と御室派の名宝、ずらり

「アラビアの道   
－サウジアラビア王国の至宝」
日本初！ サウジアラビア王国の  
至宝が一堂に集結

| 開催概要 | 観覧料：一般1,400円（1,100円）、大学生1,000円（700円）、高校生600円（300円） 
＊（ ）内は20名以上の団体料金。中学生以下無料　＊障がい者とその介護者1名は無料（入館の際
に障がい者手帳などをご提示ください）／お問合せ：ハローダイヤル 03-5777-8600／展覧会公式
サイト http://www.fr-treasures.jp/

| 開催概要 | 観覧料：一般1,600円（1,400円/1,300円）、大学生1,200円（1,000円/900円）、高校生
900円（700円/600円） ＊（ ）内は前売/20名以上の団体料金。中学生以下無料　＊障がい者とその
介護者1名は無料（入館の際に障がい者手帳などをご提示ください）＊前売券は11月1日（水）～2018
年1月15日（月）、東京国立博物館正門チケット売場（窓口、開館日のみ）、展覧会公式サイト、主要プ
レイガイドほかにて販売／お問合せ：ハローダイヤル 03-5777-8600／展覧会公式サイト http://
ninnaji2018.com/

| 開催概要 | 観覧料：総合文化展の料金でご覧いただけます／
お問合せ：ハローダイヤル 03-5777-8600

| 開催概要 | 観覧料：一般1,600円（1,300円）、大学生1,200円（900円）、高校生900円（600円） 
＊（ ）内は20名以上の団体料金。中学生以下無料　＊障がい者とその介護者1名は無料（入館の際に
障がい者手帳などをご提示ください）／お問合せ：ハローダイヤル 03-5777-8600／展覧会公式サイト 
http://unkei2017.jp/
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表裏の色を違え極限まで薄く鍛
えたデザインに高い技術力が現
れています
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平安時代・仁和4年（888）  
京都・仁和寺蔵
仁和寺創建当時の本尊。穏やか
な表情にご注目ください

人
ひと

形
がた

石
せき

柱
ちゅう

　
前3500～前2500年頃
カルヤト・カァファ出土　サウジアラビア国立博物館蔵
類品がアラビア半島各地で見つかり、人々の活動の広さを示
しています

9月12日㊋
▼

11月26日㊐
表慶館

興福寺中金堂
再建記念特別展

「運慶」
見どころは彫刻だけじゃない！ 
運慶ゆかりの書にも注目
　「運慶」展は仏像の展覧会ですが、運慶にかかわる書跡も展示しています。
　第1章の「運

うん

慶
けい

願
がん

経
ぎょう

」は運慶が法華経8巻の書写のお金を負担して、同僚の仏師
にも縁を結ばせたもの。運慶と快慶の名前が登場します。第2章の「法

ほう

眼
げん

運
うん

慶
けい

置
おき

文
ぶみ

」は運慶直筆の書です。娘の如意が貴族の養女になって荘園をもらった時、証文
の裏に書いたものです。娘に不始末があった時は運慶の別の子どもが荘園を引き
継ぐと記しています。その結末は会場でご覧ください。 （浅見龍介）

◎法
ほう

眼
げん

運
うん

慶
けい

置
おき

文
ぶみ

  
（尊

そん

勝
しょう

寺
じ

領
りょう

近
おう

江
み

国
のくに

香
こうの

庄
しょう

文
もん

書
じょ

のうち）
運慶筆　鎌倉時代・正治元年（1199）
東京・早稲田大学図書館蔵
左端の上の花押（サイン）は運慶のもの。
証文の継ぎ目に書いています

証文中には「運慶」
の名前も見えます
（部分）

9月26日㊋
▼

11月26日㊐
平成館 

特別展示室

2018年

1月23日㊋
▼

3月18日㊐
 表慶館

関連イベント
記念講演会①「興福寺と運慶―特に北円堂の諸像をめぐって―」
日時：10月1日（日）  13:30～15:00（13:00開場）  講師：多川俊映（法相宗大本山興福寺貫首）

記念講演会②「運慶展 最新調査報告」
日時：10月28日（土） 13:30～ 15:00（13:00開場）  講師：浅見龍介（当館企画課長）
会場：平成館大講堂   定員：各日380名（当日11：30より、大講堂前にて指定席券を配布。1
人 2枚まで）  聴講無料（ただし、本展覧会の観覧券が必要。半券でも可）

2018年

1月16日㊋
▼

3月11日㊐
平成館 

特別展示室

Information
特 別 展 

In f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n I n f

展示展示



総合文化展 ｜ 見どころ案内

3

物
を
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
造
り
分
け
て

い
ま
す
。
目
に
水
晶
板
を
嵌
め
こ
み
、
潤

い
の
あ
る
瞳
を
表
現
す
る
玉ぎ
ょ
く

眼が
ん

の
技
法
も

用
い
る
こ
と
で
、
生
き
生
き
と
し
た
表
情

を
生
み
出
し
ま
し
た
。
イ
ン
ド
で
は
少
年

の
姿
に
表
さ
れ
る
文
殊
菩
薩
も
、
少
し
幼

い
顔
立
ち
な
が
ら
、
わ
ず
か
に
ひ
そ
め
た

眉
と
切
れ
長
の
ま
な
ざ
し
に
、
知
恵
の
仏

な
ら
で
は
の
聡
明
さ
が
う
か
が
え
る
よ
う

で
す
。
さ
ら
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
体

軀
や
、
写
実
的
な
衣
の
襞ひ
だ

な
ど
、
祖
父
で

あ
る
運
慶
の
作
風
を
継
承
し
、
自
分
な
り

に
こ
な
れ
た
表
現
へ
と
消
化
し
た
と
こ
ろ

に
、
当
時
67
歳
で
あ
っ
た
康
円
の
円
熟
し

た
個
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
い
つ
も
は
群
像
と
し
て
展
示
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
た
び
の
特
集（
↓
4
ペ
ー
ジ
）

で
は
1
体
ず
つ
じ
っ
く
り
ご
覧
い
た
だ
け

る
展
示
方
法
を
と
り
ま
し
た
。
普
段
の「
群

像
」
と
し
て
の
魅
力
と
は
異
な
る
「
個
」

の
魅
力
を
、
見
つ
け
に
き
て
く
だ
さ
い
。

 

（
西
木
政
統
）

　
獅
子
に
乗
る
文
殊
菩
薩
が
、
4
人
の
従

者
を
伴
っ
て
進
む
姿
を
表
し
ま
す
。
絵
画

作
品
で
は
、
揃
っ
て
海
上
を
行
く
様
子
が

描
か
れ
る
こ
と
も
多
く
、
こ
う
し
た
文
殊

五
尊
を
「
渡
海
文
殊
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

本
作
は
、
文
殊
菩
薩
や
従
者
た
ち
は
も
ち

ろ
ん
、
文
殊
の
乗
る
獅
子
や
そ
の
台
座
、

光
背
ま
で
制
作
当
時
の
ま
ま
残
る
、
大
変

貴
重
な
も
の
で
す
。
し
か
も
、
獅
子
に
記

さ
れ
た
銘
文
や
納
入
品
か
ら
、
運
慶
の
孫

で
あ
る
康こ
う

円え
ん（
1
2
0
7
〜
？
）
と
い
う

仏
師
が
文
永
10
年（
1
2
7
3
）に
造
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
点
も
重
要
で
、
鎌
倉
時
代

の
彫
刻
を
知
る
う
え
で
も
見
逃
せ
な
い
作

品
と
い
え
ま
す
。

　
文
殊
五
尊
と
し
て
一
揃
い
の
作
品
で
す
。

文
殊
菩
薩
の
前
方
に
配
さ
れ
る
の
は
、
一

団
を
先
導
す
る
よ
う
に
合
掌
し
な
が
ら
文

殊
を
振
り
返
る
善ぜ
ん

財ざ
い

童ど
う

子じ

。
そ
し
て
、
獅

子
の
手
綱
を
と
り
、
赤
ら
顔
で
踏
ん
張
る

于う
て
ん

王の
う

は
、
ブ
ー
ツ
な
ど
異
国
風
の
装
束

を
身
に
着
け
ま
す
。
後
方
に
ひ
か
え
る
の

は
、
仏ぶ
っ

陀だ

波は

利り

三さ
ん

蔵ぞ
う

と
大だ
い

聖し
ょ
う

老ろ
う

人じ
ん

。
仏
陀

波
利
は
、
右
肩
を
露
わ
に
し
て
イ
ン
ド
風

に
袈
裟
を
ま
と
い
、
大
聖
老
人
は
頭
巾
を

被
っ
て
に
こ
や
か
に
ほ
ほ
え
み
ま
す
が
、

本
来
は
文
殊
の
化
身
で
あ
る
大
聖
老
人
が
、

仏
陀
波
利
を
自
身
の
聖
地
で
あ
る
中
国
の

五
台
山
へ
導
く
場
面
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で
、
個
性
的
な
人

今   号  の 名  品  
2017年10-11月号

重文 文
も ん

殊
じ ゅ

菩
ぼ

薩
さ つ

騎
き

獅
し

像
ぞ う

および侍
じ

者
しゃ

立
りゅう

像
ぞ う

8月29日（火）～12月3日（日）
本館14室

運慶の孫・康円、五人五様の個性を表しきった円熟期

◎文
もん

殊
じゅ

菩
ぼ

薩
さつ

騎
き

獅
し

像
ぞう

および侍
じ

者
しゃ

立
りゅう

像
ぞう

康円作　奈良・興福寺伝来　  
鎌倉時代・文永10年（1273）

善財童子（部分）

仏陀波利三蔵

善財童子于 王

大聖老人

文殊菩薩

于 王（部分）

『
東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
名
品
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

★ 

10-

11
月
の
ス
タ
ン
プ
設
置
場
所

：

本
館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

※
ス
タ
ン
プ
帳
の
配
布
は
終
了
し
ま
し
た
。
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◎如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

飛鳥時代・7世紀　法隆寺宝物館第2室／通年　　

　6世紀頃の中国や朝鮮半島の仏像に基づい
て、日本でも仏像が造られるようになりまし
た。頭と手足が大きく、衣の襞

ひだ

が左右対称に
美しく整えられた、神秘的な姿が特徴です。

飛鳥時代＠法隆寺宝物館  トーハクで
日本仏像史

特集
「運慶の後継者たち
―康円と善派を中心に」

12月3日(日)まで
展示中

目指すはリアル！

日本に仏像が 
やってきた！

◎日
にっ

光
こう

菩
ぼ

薩
さつ

坐
ざ

像
ぞう

京都・金輪寺、京都・高山寺旧蔵
奈良時代・8世紀
本館1室／～ 2018年2月4日（日）　 

　体のバランスが整い、肉体や衣に質感の表
現が追求されます。この時期、土で成形する
塑
そ

像
ぞう

や、漆を用いた乾
かん

漆
しつ

像
ぞう

が造られますが、
ともに手本となったのは中国・唐時代（7～8
世紀頃）の仏像でした。

奈良時代＠本館1室

鑿
の み

が生み出す  
木彫の世界
十
じゅう

一
いち

面
めん

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

平安時代・9世紀
本館11室／～10月22日（日） 

　日本に豊富な木が仏像制作の材料に選ばれ、
樹木に対する古来の信仰を背景に各地へ普及し
ました。鑿を駆使した鋭く美しい表現が求めら
れ、深く刻まれた衣の襞が見どころの一つです。

平安時代＠本館11室

「運慶」を受け継ぐ 
仏師たち
◎東

とう

方
ほう

天
てん

眷
けん

属
ぞく

立
りゅう

像
ぞう

・南
なん

方
ぽう

天
てん

眷
けん

属
ぞく

立
りゅう

像
ぞう

   
（四

し

天
てん

王
のう

眷
けん

属
ぞく

のうち）
康円作　鎌倉時代・文永4年（1267）   

　運慶には、仏師として活躍した息子が6人いました。それぞれ運
慶とともに工房を支えましたが、孫の世代にも着実にその作風は受
け継がれていきます。康

こう

円
えん

 （1207～？）もその一人で、的確な写実
を基調としながら、より繊細で親しみやすい表現を目指しました。

鎌倉時代＠本館14室

「運慶」展（⇒2ページ）に集結した、天才仏師・運慶に 
よる仏像の数々。これらの傑作が生まれるまでに、
日本の仏像はどのような流れをたどってきたのでしょう？ 
黎明期から運慶にいたるまで、日本の仏像彫刻史を 
トーハクの所蔵品を通じてご紹介します。

西木研究員
が
解説

新時代の幕開け！ 
運慶登場
 
　奈良を拠点に活動していた仏師のなかに、颯爽と現れたのが
運慶です。古代（8～9世紀）の仏像に学んだ、力強く迫真的な
表現は、後世まで続く慶

けい

派
は

仏師の規範となりました。

鎌倉時代初頭＠特別展

特別展「運慶」 9月26日（火）       
～11月26日（日） ➡2ページ

特集「運慶の後継者たち―康円と善派を中心に」
～12月3日（日）／本館14室

◎南方天眷属立像◎東方天眷属立像
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本
館
北
側
の
庭
園
を
期
間
限
定

で
開
放
し
ま
す
。
期
間
中
は
、
色
鮮

や
か
な
イ
チ
ョ
ウ
や
カ
エ
デ
と
と
も

に
、
庭
園
に
点
在
す
る
茶
室
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
（
茶
室
内
部
は
非
公

開
）。
庭
園
内
に
は
、
ベ
ン
チ
も
あ
る

の
で
、
美
し
い
庭
園
を
眺
め
な
が
ら

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。
茶
室
の
一つ
九
条
館
脇

に
は
、
2
0
0
9
年
に
修
理
の
た
め

撤
去
し
た
「
大
燈
籠
」（
4
代
清き

よ

水み
ず

六ろ
く

兵べ

衛え

作
　
明
治
41
年〈
1
9
0
8
〉 

5
代
清
水
六
兵
衛
氏
寄
贈
）が
、
戻
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
迫
力
の
あ
る
姿

も
合
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

見
逃
し
厳
禁
！
　

マ
ジ
カ
ル
な
ポ
イ
ン
ト
を
探
そ
う

秋の恒例企画「博物館でアジアの旅」。 
今年のテーマ「マジカル・アジア」にちなんで、
展示中の3つの特集から、見逃しがちな 
マジカルポイントを解説します。

　
9月5日（火）

                 ▼
10月15日（日）

　
10月24日（火）
                 ▼
12月3日（日）

  三
さん

彩
さい

駱
らく

駝
だ

中国　唐時代・7～8世紀　横河民輔氏寄贈

　荷物を運ぶのに重宝したラクダ。よくみると、背中
の荷物は獣の顔！ このように、墓に納められた俑

よう

には
どこか妖しい異界の雰囲気が漂っています。

  チャクラサンヴァラ父
ふ

母
ぼ

仏
ぶつ

立
りゅう

像
ぞう

中国・チベットまたはネパール　15～16世紀　服部七兵衛氏寄贈

　両足で邪鬼を踏むのは日本の四天王でも一般的ですが、よく見ると
左足の下は4本腕の男性、右足の下は女性。実はヒンドゥー教のシヴァ
神夫婦で、仏の偉大さを象徴する表現です。

特
集
「
チ
ベ
ッ
ト
の

仏ぶ

つ

像ぞ

う

と
密み

っ

教
き
ょ
う

の
世せ

界か

い

」

東
洋
館
12
室

特
集
「
唐と

う

三さ

ん

彩さ

い

」

東
洋
館
5
室

特
集「
ア
ジ
ア
の
祈い

の

り
」

東
洋
館
13
室

  銭
せん

剣
けん

中国　清時代・19世紀
農商務省北海道事業管理局寄贈

　邪をはらう力があると考えられた剣。清時代のお金、
康
こう

煕
き

通
つう

宝
ほう

（一部、順
じゅん

治
ち

通
つう

宝
ほう

）を赤い糸でつないでいま
す。銅銭の丸い形と四角い孔（天円地方）に、霊力を求
めています。

時間＝10：00～16：00
料金＝入館料のみでご覧いただけます
庭園入口＝レストランゆりのき脇、または平成館と本館の間

 マークは、「博物館でアジアの旅」関連作品です。展示室でこのマークを探してみてください。

＊荒天により中止になる場合があります。



6

室
む ろ

町
ま ち

時
じ

代
だ い

のやまと絵
え

―絵
え

師
し

と作
さ く

品
ひ ん

―
特別1室・特別2室　10月24日（火）～12月3日（日)

この秋は…
伝統と革新の室町やまと絵を見る！
　室町時代の美術と聞いて、皆さんはどのような印象をおもちでしょうか。足

あし

利
かが

義
よし

満
みつ

の北
きた

山
やま

文化や足
あし

利
かが

義
よし

政
まさ

の東
ひがし

山
やま

文化。あるいは雪
せっ

舟
しゅう

の水墨画などでしょうか。実はこの
時代、歴史の教科書などではあまり触れられていませんが、伝統的な技法・主題を継
承しつつも、革新的で華やかなやまと絵作品が数多く制作されています。この特集は、
室町時代に活躍したやまと絵師たちの画業をたどるとともに、その豊かな表現世界に
光をあてるものです。 （土屋貴裕 )

芸術の秋、何を見る？
3館のお目当て
特集展示
芸術の秋にふさわしく、この時期、トーハクでは
見応えのある充実した特集が目白押しです。  
ここでは本館、東洋館、平成館から選りすぐりの
特集をご紹介します。

中
ちゅう

国
ご く

書
し ょ

画
が

精
せ い

華
か

―日
に

本
ほ ん

人
じ ん

のまなざし―
8室　10月17日（火）～12月10日（日）

この秋は…
日本人が愛した中国書画を見る！
　日本にもたらされた中国の書画は、日本人の感性に基づいて鑑賞され、日本の芸
術家の創作の源ともなってきました。鎌倉・室町時代には、禅宗と共に宋・元時代の
書画が数多く伝わり、書院や茶室において日本の趣味に基づく新たな鑑賞法のもと
に親しまれ、狩野派・南画家など江戸時代の画家たちは、明・清時代の絵画も積極的
に学習してきました。明治時代以降は、より多様な中国書画が流入し、財界人・文化人
によって優れたコレクションが形成されました。日本人を魅了した中国書画の名品の
数々をお楽しみください。 （植松瑞希）

清
し ん

朝
ちょう

末
ま っ

期
き

の光
こ う

景
け い

―小
お

川
が わ

一
か ず

真
ま さ

の北
ぺ

京
き ん

城
じょう

写
し ゃ

真
し ん

―
企画展示室　9月26日（火）～11月19日（日）

この秋は…
在りし日の清の都を見る！
  清朝の都・北京は、皇帝が起居する紫

し

禁
きん

城
じょう

を中心
に、城壁で囲まれていたため北京城と呼ばれていま
した。義和団事件が終結し、光

こう

緒
しょ

帝
てい

が慈
じ

禧
き

皇
こう

太
たい

后
こう

 （西
せい

太
たい

后
こう

）とともに北京城を離れていた明治34年（19 
01）、東京帝国大学（現・東京大学）は紫禁城の建築
調査を行いました。この調査に当時日本で最も活躍
していた写真師の一人、小

お

川
がわ

一
かず

真
まさ

 （1860～1929）が
同行し、「北京城写真」と呼ばれる一群の写真を撮影
しました。
　本展示では、前期（9月26日〈火〉～10月22日〈日〉）
に北京城の南北の中軸線に沿って見る風景と清朝の
離宮・頤

い

和
わ

園
えん

の姿を、後期（10月24日〈火〉～11月
19日〈日〉）に紫禁城と北京城の名所旧跡をご紹介し
ます。 （関紀子）

◎融
ゆう

通
ずう

念
ねん

仏
ぶつ

縁
えん

起
ぎ

絵
え

巻
まき

　巻上　
六角寂済・粟田口隆光・藤原光国・藤原行広他筆　室町時代・応永 24年（1417）　京都・清凉寺蔵
＊展示期間：前期10月24日（火）～11月12日（日）

6人の絵師たちによって描かれた室町時代やまと絵の記念碑的な作品。この段はそ
のうちの一人、藤

ふじ

原
わら

 （土
と

佐
さ

）行
ゆき

広
ひろ

が手がけました。

永
えい

定
てい

門
もん

　
小川一真撮影　明治34年・光緒
27年（1901）＊展示期間：9月26
日（火）～10月22日（日）

北京城外城の南門。現在
の建物は今世紀に再建さ
れたもので、清朝当時の姿
を知る貴重な写真です。

太
たい

和
わ

殿
でん

内
ない

四
し

天
てん

柱
ばしら

小川一真撮影　明治34年・光緒
27年（1901）＊展示期間：10月
24日（火）～11月19日（日）

太和殿は紫禁城で皇帝が公
の式典に臨む建物。皇帝の
玉座の周囲に立つ柱を抱え
る辮

べん

髪
ぱつ

の男性の姿です。

◎五
ご

龍
りゅう

図
ず

巻
かん

伝陳容筆
中国  南宋時代・13世紀

渦を巻く雲のなかから姿
を現す5匹の龍。墨一色
で迫力ある動きを表現し
た陳容の龍図は、日本画
家の憧れでした。

行
ぎょう

書
しょ

虹
こう

県
けん

詩
し

巻
かん

米芾筆
中国  北宋時代・崇寧5年（1106）

北宋時代を代表する書
家・米

べい

芾
ふつ

の最晩年の傑作。
米芾の行書・草書は、日
本の書家たちの大切な
お手本の一つです。

（部分）

（部分）

◎松
まつ

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

 
伝土佐光信筆　室町時代・16世紀　

金箔を貼りつめた総
そう

金
きん

地
じ

に松と岩のみを描いています。伝統的なやまと絵の技法
に基づきながらも、安土桃山時代に流行する大画面の金

きん

碧
ぺき

障
しょう

壁
へき

画
が

の源流とも言え
る作例です。

（部分）（部分）



本
館

本
館

本
館

本
館

　
当
館
所
蔵
の
十
六
羅
漢
像
は
現
存
す
る

最
古
に
し
て
最
高
傑
作
と
し
て
知
ら
れ
る

名
品
で
す
。
今
回
は
そ
の
う
ち
、
第
八
尊

者
と
第
十
二
尊
者
の
像
を
展
示
し
ま
す
。

十
六
羅
漢
と
は
、
お
釈
迦
様
の
命
に
よ
り
、

お
釈
迦
様
の
滅
後
の
仏
法
護
持
と
衆し
ゅ

生じ
ょ
う

救

済
を
託
さ
れ
た
と
さ
れ
る
16
人
の
聖
者
の

こ
と
。
日
本
で
は
平
安
時
代
・
11
世
紀
頃
か

ら
造
形
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
図
は
明
度
の
高
い
顔
料
を
絹
の
裏
か

ら
施
す
こ
と
で
穏
や
か
な
色
を
生
み
出
し
、

さ
ら
に
絹
の
表
面
か
ら
部
分
的
に
同
系
色

の
顔
料
を
施
す
こ
と
で
立
体
感
を
出
す
工

夫
が
駆
使
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
色
使

い
に
は
温
和
で
品
格
あ
る
造
形
を
理
想
と
し

た
、
当
時
の
平
安
貴
族
の
美
意
識
が
よ
く
表

れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。 

（
沖
松
健
次
郎
）

　
身
体
を
丸
く
包
ん
で
右
脇
で
引
き
合
わ

せ
、
大
腿
部
を
守
る
草く
さ

摺ず
り

を
細
か
く
分
け
て

動
き
や
す
く
し
た
甲
冑
で
す
。
こ
う
し
た
胴

丸
は
室
町
時
代
に
は
上
級
武
士
に
用
い
ら

れ
、兜
と
袖
が
つ
い
た
も
の
が
み
ら
れ
ま
す
。

「
樫
鳥（
ま
た
は
松ま
つ

皮か
わ

組ぐ
み

）」
と
称
さ
れ
る
紺

糸
に
赤
糸
を
斜
め
に
打
ち
込
ん
だ
組
糸
、
桐き
り

唐か
ら

草く
さ

文も
ん

な
ど
の
文
様
を
精
緻
な
彫
金
で
表

し
た
金
具
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
工
芸

技
術
が
結
集
し
て
い
ま
す
。
個
々
の
部
分
の

華
や
か
さ
は
互
い
に
違
和
感
を
与
え
ず
、
一

領
の
甲
冑
の
中
で
調
和
し
、
格
調
の
高
さ
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。 

（
酒
井
元
樹
）

　
横
長
の
画
面
を
生
か
し
た
色
鮮
や
か
な
画

巻
で
す
。
月
か
ら
降
り
注
ぐ
よ
う
に
枝
を
伸

ば
す
萩
、野
か
ら
立
ち
上
が
る
よ
う
な
朝
顔

な
ど
、
次
々
と
現
れ
る
花
々
や
鳥
虫
を
追
う

う
ち
、
自
ず
と
季
節
を
巡
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
と
き
抱
一
、
58
歳
。
四
季
や
時
の

移
ろ
い
の
表
現
を
よ
り
重
ん
じ
る
よ
う
に
な

る
頃
で
す
。俳
人
で
も
あ
っ
た
抱
一
が
、雨
風
、

月
影
な
ど
自
然
の
風
趣
を
捉
え
る
こ
と
に
感

性
を
研
ぎ
澄
ま
せ
、
行
き
着
い
た
こ
の
新
し

い
表
現
は
、京
の
宗そ
う

達た
つ

や
光こ
う

琳り
ん

と
は
異
な
る

も
の
と
し
て
江
戸

琳り
ん

派ぱ

と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
の
真
骨
頂

と
も
い
え
る
記
念

碑
的
な
作
品
で

す
。（
金
井
裕
子
）

　
明
治
34
年
（
1
9
0
1
）
に
刊
行
さ
れ
た

『
稿こ
う

本ほ
ん

日に

本ほ
ん

帝て
い

国こ
く

美び

術じ
ゅ
つ

略り
ゃ
く

史し

』は
、日
本
で
初

め
て
の
公
式
の
美
術
史
で
し
た
。
本
書
は

そ
れ
ま
で
の
文
化
財
調
査
の
蓄
積
を
元
に
し

て
帝
国
博
物
館（
当
館
の
前
身
）
が
編
纂
し

ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
版
が
明
治
33
年（
1

9
0
0
）
の
パ
リ
万
博
に
出
品
さ
れ
、
翌
年

日
本
語
版
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
展

示
で
は
当
館
に
残
る
『
稿
本
日
本
帝
国
美
術

略
史
』
編
纂
に
関
わ
る
記
録
や
写
真
な
ど
歴

史
資
料
を
通
し
て
、
美
術
博
物
館
と
し
て
歩

み
始
め
た
時
期
の
博
物
館
の
姿
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
な
お
、
本
展
示
は
今
年
度
の
連
続

講
座
（
↓
前
号
12
ペ
ー
ジ
）
の
関
連
展
示
で

す
。 

（
三
輪
紫
都
香
）

◉十
じゅう

六
ろく

羅
ら

漢
かん

像
ぞう

（第
だい

八
はち

尊
そん

者
じゃ

）
平安時代・11世紀

今回展示する第八尊者は、この
セットの中でも最も色使いの美
しい作例の一つです

◎樫
かし

鳥
どり

糸
いと

肩
かた

赤
あか

威
おどしの

胴
どう

丸
まる

室町時代・15世紀
秋田一季氏寄贈

陸奥・三春藩主であった
秋田家で長く大切に伝え
られ、ご寄贈をいただい
た胴丸です

四
し

季
き

花
か

鳥
ちょう

図
ず

巻
かん

　巻下
酒井抱一筆
江戸時代・
文化15年（1818）
下巻は秋より始まりやがて
冬の草花へと移行します

Histoire de l’art du Japon
（日

に

本
ほん

美
び

術
じゅつ

史
し

）
千九百年巴里万国博覧会臨時博覧会事務局編 
明治33年（1900）
『稿本日本帝国美術略史』刊行の前年、パリ
万博に出品されたフランス語版です

総合文化展 ｜ 見どころ案内
総合文化展 ピックアップ !

（部分）

総合文化展 ｜ 見どころ案内
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10
月
24
日（
火
）〜
11
月
19
日（
日
）

2
室

　
国
宝
室

〜
11
月
19
日（
日
）

5
・
6
室
　
武
士
の
装
い

10
月
31
日（
火
）〜
12
月
17
日（
日
）

8
室

　
書
画
の
展
開

10
月
3
日（
火
）〜
11
月
26
日（
日
）

15
室

　
歴
史
の
記
録

立
体
感
の
あ
る
色
使
い
に
ご
注
目

工
芸
技
術
を
駆
使
し
た
甲
冑
の
傑
作

こ
れ
ぞ
江
戸
琳
派
の
真
骨
頂

明
治
期
の
日
本
美
術
史
編
纂
を
、

ト
ー
ハ
ク
の
歴
史
と
と
も
に
学
ぶ

国
宝
　
十じ

ゅ
う

六ろ
く

羅ら

漢か
ん

像ぞ
う

（
第だ

い

八は
ち

尊そ
ん

者じ
ゃ

・
第だ

い

十じ
ゅ
う

二に

尊そ
ん

者じ
ゃ

）

重
文
　
樫か

し

鳥ど
り

糸い
と

肩か
た

赤あ
か

威お
ど
し
の

胴ど
う

丸ま
る

四し

季き

花か

鳥ち
ょ
う

図ず

巻か
ん

　
巻
下

特
集
　「 

明め
い

治じ

時じ

代だ
い

の

日に

本ほ
ん

美び

術じ
ゅ
つ

史し

編へ
ん

纂さ
ん

」



東
洋
館

東
洋
館

平
成
館

平
成
館

　
平
成
29
年
度
考
古
相
互
貸
借
事
業
に
よ
る

本
特
集
は
、い
わ
き
市
考
古
資
料
館
が
所
蔵

す
る
名
品
を
み
な
さ
ま
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
福
島
県
い
わ
き
市
。
太
平
洋
に
面
し
た

こ
の
地
域
は
、
縄
文
時
代
前
期
か
ら
晩
期
の

貝
塚
が
集
中
す
る
漁ぎ
ょ

撈ろ
う

が
盛
ん
な
地
域
で

し
た
。
数
多
く
作
ら
れ
た
銛も
り

や
釣
針
な
ど

の
漁
撈
具
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
一
方
、
古
墳
時
代
に
は
横
穴
墓
が
盛

行
す
る
地
域
と
し
て
も
著
名
で
す
。
国
史

跡
と
し
て
も
名
高
い
中な
か

田だ

横お
う

穴け
つ

墓ぼ

の
壁
面

に
は
豊
か
な
彩
色
が
施
さ
れ
、
豪
華
な
副
葬

品
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
い
わ
き
市
が
誇
る
貝
塚
と
横
穴
墓
か
ら

出
土
し
た
宝
も
の
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

（
品
川
欣
也
）

　
高
麗
時
代
に
活
躍
し
た
崔
忠
献（
1
1
4

9
〜
1
2
1
9
年
）
の
墓
誌
を
、
当
館
で
は

久
し
ぶ
り
に
公
開
し
ま
す
。

　
当
時
の
高こ
う

麗ら
い

は
、
武
力
を
背
景
に
し
た

「
武ぶ

臣し
ん

」
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
政
治
の
実
権

を
握
る
「
武
臣
政
権
」
の
時
代
で
し
た
。
最

初
は
武
臣
同
士
の
争
い
が
絶
え
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
崔
忠
献
は
そ
れ
を
終
わ
ら
せ
、
有

能
な
文
人
を
と
り
た
て
て
政
治
の
安
定
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
崔
忠
献
の
死
後
、
長
男
が

跡
を
継
ぎ
ま
し
た
が
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
侵

略
に
よ
り
、高
麗
の
衰
退
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
墓
誌
に
は
、
高
麗
の
武
臣
政
権
の
最

盛
期
を
築
い
た
人
物
の
業
績
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。（
白
井
克
也
）

　
和
銅
元
年
（
7
0
8
）、
一
人
の
女
性
が

亡
く
な
り
ま
し
た
。
名
前
は
伊
福
吉
部
徳

足
比
売
。
因い
な

幡ば

国
法ほ
う

美み

郡
（
現
在
の
鳥
取
市

周
辺
）
の
出
身
で
、
藤
原
宮
に
采う
ね

女め

と
し
て

仕
え
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
慶
雲
4

年（
7
0
7
）
に
従
七
位
下
の
位
を
授
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
翌
年
に
亡
く
な
り
、
和
銅

3
年（
7
1
0
）
に
出
身
地
周
辺
に
火
葬
・

埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。
彼
女
が
没
し
た
和
銅

元
年
は
和わ

同ど
う

開か
い

珎ち
ん（
2
0
1
8
年
7
月
1
日

〈
日
〉ま
で
考
古
展
示
室
で
展
示
中
）の
鋳
造

が
始
ま
っ
た
年
。
日
本
が
律
令
国
家
の
形

を
整
え
て
い
っ
た
頃
で
す
。
そ
の
足
跡
と

と
も
に
、
彼
女
の
生
き
た
時
代
に
も
思
い
を

寄
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

（
井
出
浩
正
）

総合文化展 ｜ 見どころ案内

総合文化展 ピックアップ !

　
タ
パ
と
は
、
こ
ん
棒
で
樹
皮
を
叩
き
の
ば

し
て
作
っ
た
布
の
こ
と
で
す
。
貝
や
木
の

ナ
イ
フ
で
樹
木
の
外
皮
を
剝
ぎ
取
り
、
外
皮

の
内
側
に
あ
る
柔
ら
か
い
繊
維
の
部
分
を

使
っ
て
作
ら
れ
、
毛
皮
と
な
ら
ぶ
原
始
衣
料

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
き
さ
に
よ
っ

て
衣
類
・
寝
具
・
壁
掛
・
敷
物
な
ど
の
用
途

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
通
常
、
文
様
が
施

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
文
様
は
島
や
村
や

家
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
染
料
に
は
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
の
よ
う
な
植
物
染
料
や
泥
土

を
用
い
て
、文
様
を
表
し
ま
し
た
。

 

（
猪
熊
兼
樹
）

樹
じゅ

皮
ひ

布
ふ

（タパ）
メラネシア、フィジー諸島
19世紀後半～20世紀初頭

木の葉の葉脈を図案化した文様が見られます

「崔公墓」部分

中田横穴墓の奥壁。
葬られた有力者の部屋を、赤と白で
描いた連続三角文が彩ります
写真：いわき市教育委員会

崔
チェ

忠
チュン

献
ホン

墓
ぼ

誌
し

朝鮮  高麗時代・高宗6年（1219）
周囲に唐草文をめぐらし、
2000字余りにわたって業績
が記されています

◎伊
い

福
ほ

吉
き

部
べの

徳
とこ

足
たり

比
ひ

売
め

骨
こつ

蔵
ぞう

器
き

蓋
ふた

鳥取市国府町宮下出土  奈良時代・和銅3年（710）

蓋の中心から放射状に16行、合計108文字が刻
まれています

「伊福吉部徳足比売臣」部分

総合文化展 ｜ 見どころ案内
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9
月
26
日（
火
）〜
12
月
25
日（
月
）

考
古
展
示
室

10
月
17
日（
火
）〜
12
月
10
日（
日
）

13
室

　
ア
ジ
ア
の
民
族
文
化

10
月
17
日（
火
）〜

年
4
月
22
日（
日
）

10
室

　
朝
鮮
の
磨
製
石
器
と
金
属
器

〜

年
7
月
1
日（
日
）

考
古
展
示
室

縄
文
と
古
墳
、
2
つ
の
時
代
に
注
目

暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
身
近
な
布

名
臣
の
業
績
を
顕
彰
す
る

一
人
の
女
官
の
人
生
を
伝
え
る

特
集
　「 

い
わ
き
の
考こ

う

古こ

学が
く

―
貝か

い

塚づ
か

と
横お

う

穴け
つ

墓ぼ

―
」

樹じ
ゅ

皮ひ

布ふ

（
タ
パ
）

崔チ
ェ

忠チ
ュ
ン

献ホ
ン

墓ぼ

誌し

重
文
　 

伊い

福ほ

吉き

部べ
の

徳と
こ

足た
り

比ひ

売め

骨こ
つ

蔵ぞ
う

器き

蓋ふ
た



法
隆
寺
宝
物
館

法
隆
寺
宝
物
館

法
隆
寺
宝
物
館

黒
田
記
念
館

　
今
回
展
示
す
る
仏
画
群
は
、
も
と
は
仏
画

と
写
経
の
断
簡
を
貼
り
付
け
た
、
仏ぶ
つ

画が

写し
ゃ

経き
ょ
う

貼は
り

交ま
ぜ

屛び
ょ
う

風ぶ

に
貼
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
幕
末
頃
の
も

の
ま
で
幅
広
い
時
代
の
作
例
 12
件
を
展
示

し
ま
す
。
な
か
で
も
千せ
ん

手じ
ゅ

観か
ん

音の
ん

二に

十じ
ゅ
う

八は
ち

部ぶ

衆し
ゅ
う

像ぞ
う

は
精
緻
な
描
写
と
鮮
や
か
な
彩
色
が

美
し
い
作
品
で
す
。
ま
た
、
片
足
を
踏
み
下

げ
て
蓮れ
ん

台だ
い

に
坐
し
た
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

に
よ
る

来ら
い

迎ご
う

図ず

は
、
来
迎
図
が
定
型
化
す
る
以
前
の

古
態
を
示
す
と
い
わ
れ
る
滋
賀
・
浄じ
ょ
う

厳ご
ん

院い
ん

の

来
迎
図
中
の
阿
弥
陀
像
と
共
通
点
が
多
く
、

そ
の
古
様
な
表
現
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

 

（
沖
松
健
次
郎
）

　
描
か
れ
て
い
る
の
は
天
文
学
者
の
寺
尾

寿（
1
8
5
5
〜
1
9
2
3
）。
パ
リ
大
学

に
留
学
し
た
後
、
東
京
大
学
で
天
文
学
を
講

じ
、
東
京
天
文
台（
現
在
の
国
立
天
文
台
）

の
初
代
台
長
を
務
め
る
な
ど
日
本
の
天
文

学
の
基
礎
を
築
い
た
人
物
で
す
。

　
黒
田
清
輝
は
自
身
が
パ
リ
へ
留
学
す
る

以
前
に
、
こ
の
天
文
学
者
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語

の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
20
年
以
上
を
経
て
恩
師
の
肖

像
画
制
作
の
依
頼
を
受
け
た
黒
田
は
「
大お
お
い

に

幸
福
を
感
じ
た
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
洋
画

界
の
第
一
人
者
だ
っ
た
黒
田
は
、
そ
の
生
涯

に
多
く
の
肖
像
画
を
依
頼
さ
れ
て
描
い
て

い
ま
す
が
、
な
か
で
も
和
や
か
な
空
気
に
包

ま
れ
た
本
作
品
は
、
モ
デ
ル
と
の
親
密
さ
を

か
よ
わ
せ
た
優
品
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

 

（
東
京
文
化
財
研
究
所
・
塩
谷
純
）

　
伎
楽
は
仏
教
の
法ほ

う

会え

な
ど
で
、
歩
き
な
が

ら
演
じ
る
劇
で
す
。
内
容
は
詳
し
く
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
娯
楽
性
の
強
い
も
の
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
力
士
に

は
、
乙
女
に
い
い
寄
る
不ふ

埒ら
ち

者も
の

を
懲
ら
し
め

る
と
い
う
役
柄
が
あ
り
ま
す
。
額
に
青
筋

を
た
て
、
目
は
つ
り
上
が
り
、
顔
面
は
幾
重

に
も
筋
が
盛
り
上
が
り
ま
す
。
い
か
に
も

武
闘
系
で
す
が
、
悪
人
の
顔
つ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
伎
楽
面
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
表
情

が
あ
る
の
で
、
普
段
は
仏
の
厳
か
な
顔
を
追

求
す
る
仏
師
た
ち
も
、
想
像
を
か
き
立
て
ら

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
法
隆
寺
宝
物
館
第

3
室
は
今
回
の
展
示
か
ら
、
毎
週
金
・
土
曜

日
の
開
室
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

（
丸
山
士
郎
）

千
せん

手
じゅ

観
かん

音
のん

二
に

十
じゅう

八
はち

部
ぶ

衆
しゅう

像
ぞう

鎌倉～南北朝時代・
14世紀

保存状態が良く、仏画に
は珍しく細部まで鮮明に
見ることができます

寺
てら

尾
お

寿
ひさし

博
はか

士
せ

像
ぞう

黒田清輝筆 明治42年（1909）
第3回文展にも出品された、
黒田清輝の自信作

総合文化展 ｜ 見どころ案内

総合文化展 ピックアップ !

金銅仏のクリーニング

10 0 0 年後の未来に     バトンタッチ！

保存と修理情報  　43

　
10
月
15
日（
日
）ま
で

展
示
中
の
特
集
「
チ
ベ

ッ
ト
仏
像
と
密
教
の
世

界
」（
↓
5
ペ
ー
ジ
）
の

金
銅
仏
は
、
長
年
の
ほ

こ
り
や
よ
ご
れ
が
原
因

で
全
体
が
白
っ
ぽ
く
な

り
鑑
賞
の
妨
げ
に
な
っ

て
い
た
た
め
、
今
回
の

展
示
を
機
に
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

金
属
性
な
の
で
、
錆さ

び

な

い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、部
分
的
に
彩
色
や
宝
石
の
装
飾
が
あ

る
た
め
、
全
体
を
溶
剤
に
つ
け
る
よ
う
な
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
今

回
は
、
竹
串
に
コ
ッ
ト
ン
を
巻
き
付
け
て
綿

棒
を
作
り
、形
に
あ
わ
せ
て
丁
寧
に
ふ
き
取

る
作
業
方
法
を
選
択
し
ま
し
た
。
金
属
へ

影
響
の
少
な
い
イ
オ
ン
交
換
水
を
使
用
し
、

綿
棒
に
付
着
し
て
く
る
よ
ご
れ
の
状
態
を

み
な
が
ら
進
め
ま
す
。
そ
の
後
は
、エ
タ
ノ

ー
ル
や
ア
セ
ト
ン
で
よ
ご
れ
を
拭
き
取
り
、

表
面
に
錆
の
原
因
と
な
る
水
分
が
残
ら
な

い
よ
う
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
（
野
中
昭
美
）

◎伎
ぎ

楽
がく

面
めん

 力
りき

士
し
　飛鳥時代・7世紀

怒った表情ですが、どこかユーモラスです

綿棒でよごれをふき取ります

総合文化展 ｜ 見どころ案内
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10
月
17
日（
火
）〜
11
月
5
日（
日
）　

第
6
室

〜
11
月
5
日（
日
）

黒
田
記
念
室

10
月
27
日（
金
）〜
通
年

第
3
室

屛
風
に
貼
ら
れ
て
い
た
貴
重
な
仏
画

「
大
に
幸
福
を
感
じ
て
」描
い
た
作
品

毎
週
金
・
土
曜
日
に
会
え
ま
す
！

「
法ほ

う

隆り
ゅ
う

寺じ

伝で
ん

来ら
い

の
仏ぶ

つ

画が

群ぐ
ん

」

寺て
ら

尾お

寿ひ
さ
し

博は
か

士せ

像ぞ
う

重
文
　
伎ぎ

楽が
く

面め
ん 

力り
き

士し



4

10

1-1

1-2

3-1

7

5・6

3-3

2

8-1

3-2

10/31㊋-12/17㊐

秋
しゅう

冬
とう

山
さん

水
すい

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

円山応挙筆　江戸時代・18世紀
写生を重視しつつ中国の伝統絵画もよく学んだ応挙の到達
点の一つです

壺
つぼ

形
がた

土
ど

器
き

大阪府柏原市・藤井寺市 
船橋遺跡出土
弥生時代（中期）・前2～前1世紀
田村淳正氏寄贈

櫛描簾状文（くしがきれんじょうも
ん）が施されたこの壺には、弥生
人のリズムが直に刻まれています

-12/25㊊

埴
はに

輪
わ

 盛
せい

装
そう

の男
だん

子
し

群馬県太田市  四ツ塚古墳出土
古墳時代・6世紀

10/3㊋-11/12㊐

◎芭
ば

蕉
しょう

夜
や

雨
う

図
ず

太白真玄等十四名賛  室町時代・応永17年（1410）
絵に多数の禅僧たちが漢詩文を書き寄せた
詩画軸の代表作です

11/14㊋-12/25㊊

南
なん

院
いん

国
こく

師
し

忌
き

拈
ねん

香
こう

偈
げ

清拙正澄筆
南北朝時代・
延元2年（1337） 

10/3㊋-11/12㊐

大
だい

方
ほう

等
どう

大
だい

集
じっ

経
きょう

菩
ぼ

薩
さつ

念
ねん

仏
ぶつ

三
ざん

昧
まい

分
ぶん

　巻第十  
奈良時代・8世紀　
松永安左エ門氏寄贈
仏が目の前にあらわれ出るよ
う瞑想する「念仏三昧」の成
就を説いています

10/24㊋-2018/1/28㊐ 

◎鼠
ねずみ

志
し

野
の

鶺
せき

鴒
れい

文
もん

鉢
はち

美濃
安土桃山～江戸時代・16～17世紀

-10/22㊐ 

草
くさ

花
はな

蒔
まき

絵
え

菓
か

子
し

器
き

谷田忠兵衛作　江戸時代・18世紀
伊藤甲子之助氏寄贈
作者は徳島藩主蜂須賀重喜の御用を
勤め、彩り豊かな作風で知られます

-10/22㊐

◉法
ほ

華
け

経
きょう

一
いっ

品
ぽん

経
ぎょう

 妙
みょう

荘
しょう

厳
ごん

王
おう

本
ほん

事
じ

品
ほん

（慈
じ

光
こう

寺
じ

経
きょう

）
鎌倉時代・13世紀
埼玉・慈光寺蔵
金銀切箔、砂子散らしの
料紙に、金銀泥の芦手絵・
文字を配しています

10/24㊋-11/19㊐

◉十
じゅう

六
ろく

羅
ら

漢
かん

像
ぞう

（第八尊
そん

者
じゃ

・第十二尊
そん

者
じゃ

）
平安時代・11世紀
→7ページ

11/21㊋-12/25㊊

◉元
げん

暦
りゃく

校
こう

本
ほん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

巻七・巻十九（古
ふる

河
かわ

本
ぼん

）
平安時代・11世紀
平安時代に書写された
『万葉集』。十数人が寄合
書きをしています

（部分）

（巻七）

（部分）

（部分）

（右隻）

総合文化展 ｜ 見どころ案内

11/14㊋-12/25㊊

孔
こう

子
し

像
ぞう

伝粟田口隆光筆
室町時代・15世紀
室町時代のやまと絵師・
粟田口隆光筆の伝承をも
つ、数少ない中世の孔子
像の一つです

10/3㊋-11/12㊐

釈
しゃ

迦
か

三
さん

尊
ぞん

像
ぞう

南北朝～室町時代・
14～15世紀
鉢を持った珍しい姿の釈迦
三尊像。中国風の強い表現
も特徴です

（第八尊者）

-11/26日㊐

◉太
た

刀
ち

　銘 助
すけ

真
ざね

鎌倉時代・13世紀

沃
い

懸
かけ

地
じ

葵
あおい

紋
もん

蒔
まき

絵
え

螺
ら

鈿
でんの

打
うち

刀
がたな

（◉太刀　銘 助真の拵
こしらえ

）
江戸時代・19世紀

紀州徳川家伝来の太刀で、江戸時代の豪華な刀装も展示します

-12/25㊊

青
あお

井
い

戸
ど

茶
ちゃ

碗
わん

　土
と

岐
き

井
い

戸
ど

朝鮮　朝鮮時代・16世紀
広田松繁氏寄贈
轆轤（ろくろ）目のくっきりした胴、
高台近くに一筋流れる釉が見どこ
ろです

織
おり

部
べ

扇
おうぎ

形
がた

向
むこう

付
づけ

美濃　江戸時代・17世紀

11/21㊋-2018/2/12㊊・㊗

白
しろ

糸
いと

威
おどし

二
に

枚
まい

胴
どう

具
ぐ

足
そく

江戸時代・17世紀
徳川義寛氏寄贈
尾張徳川家初代・徳川義直
（1600～50）の所用と伝える
具足です

（部分）

11/14㊋-12/25㊊

四
し

分
ぶん

戒
かい

本
ほんならびに

序
じょ

奈良時代・神護景雲2年（768）　堀達氏寄贈
称徳天皇が発願した奈良時代後期を代表する一切経のう
ちの1巻。美しい色紙経です

11/14㊋-12/25㊊

◎星
せい

光
こう

寺
じ

縁
えん

起
ぎ

絵
え

巻
まき

　巻上
室町時代・15世紀

京都にあった星光寺
の地蔵菩薩像の由来
などを描く絵巻です

10/3㊋-11/12㊐

◎清
きよ

水
みず

寺
でら

縁
えん

起
ぎ

絵
え

巻
まき

　巻中
絵：土佐光信筆、詞：三条実香・甘露寺元長筆
室町時代・永正14年（1517）

京都・清水寺の本尊
千手観音像の霊験
あらたかなお話を
描きます

（部分）

（部分）

-10/29㊐

牛
うし

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

森徹山筆
江戸時代・19世紀
動物を得意とした
徹山。銀地に映え
る写実的で迫力満
点の牛に注目！

4

3-1

3-2

3-3

2

13-1

13-2

13-3

12

14

1-1： 日本美術のあけぼの―縄文・弥生・古墳
1-2： 仏教の興隆―飛鳥・奈良  

2： 国宝室  

3-1： 仏教の美術―平安～室町  

3-2： 宮廷の美術―平安～室町
3-3： 禅と水墨画―鎌倉～室町
4： 茶の美術  

5・6： 武士の装い―平安～江戸
7： 屛風と襖絵―安土桃山・江戸
8-1： 暮らしの調度―安土桃山・江戸
8-2： 書画の展開―安土桃山・江戸
9： 能と歌舞伎
10： 浮世絵と衣装―江戸

11： 彫刻  

12： 漆工  

13-1： 金工  

13-2： 刀剣  

13-3： 陶磁
14： 特集
15： 歴史の記録  

16： アイヌと琉球  

（17： 保存と修理）
18： 近代の美術  

本館 2 F: 1~10

 示案内
～11月］
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13-1
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8-215 
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18 
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9

10 
浮世絵

10 
衣装

13-3

13-2

-10/22㊐

十
じゅう

一
いち

面
めん

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

平安時代・9世紀
→4ページ

-10/15㊐

小
こ

袖
そで

 白
しろ

綸
りん

子
ず

地
じ

菊
きく

網
あみ

文
も

字
じ

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀

10/17㊋-12/3㊐

◎小
こ

袖
そで

 染
そめ

分
わけ

綸
りん

子
ず

地
じ

若
わか

松
まつ

小
こ

花
ばな

鹿
しか

紅
もみ

葉
じ

模
も

様
よう

江戸時代・17世紀 
紅葉に鹿、小花、若松模様など繊細な刺繡
が魅力の江戸時代前期の小袖です

-11/26㊐

色
いろ

絵
え

牡
ぼ

丹
たん

文
もん

蓋
ふた

物
もの

伊万里（柿右衛門様式）  江戸時代・17世紀
初期柿右衛門様式の一作。形や意匠を
中国に倣いつつ、和様に仕上げています

四
し

季
き

花
か

鳥
ちょう

図
ず

巻
かん

　巻下
酒井抱一筆　江戸時代・文化15年（1818）
→7ページ

10/31㊋-12/17㊐

孟
もう

子
し

 梁
りょう

恵
けい

王
おう

篇 
中一章
南化玄興筆
安土桃山時代・16世紀
馬屋原二郎氏寄贈
戦国時代の禅僧で、
後陽成天皇や豊臣秀
吉などの帰依を受けま
した

-10/29㊐

◎葡
ぶ

萄
どう

図
ず

　立原杏所筆
江戸時代・天保6年（1835）
水戸藩士の杏所が主君の御前で酔いに
まかせて描いたといいます

10/31㊋-11/26㊐

三
さん

代
だい

目
め

大
おお

谷
たに

鬼
おに

次
じ

の
川
かわ

島
しま

治
じ

部
ぶ

五
ご

郎
ろう

東洲斎写楽筆
江戸時代・寛政6年（1794）
刀を手に闇の中に立つニヒル
な三代目大谷鬼次

10/3㊋-10/29㊐

台
だい

所
どころ

美
び

人
じん

喜多川歌麿筆　江戸時代・18世紀
雲母や金属粉を用いて摺りに
拘わり、女性の日常を美しく
描いた作品です

11/28㊋-12/25㊊

○めんないちどり
（見

み

立
たて

由
ゆ

良
ら

之
の

助
すけ

一
いち

力
りき

遊
ゆう

興
きょう

）
鳥高斎栄昌筆　江戸時代・18世紀

10/17㊋-12/3㊐

唐
から

織
おり

 茶
ちゃ

地
じ

格
こう

子
し

菊
きく

折
おり

枝
えだ

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀 
中年女性を演じる場合の紅無唐織。
紅色を控えた秋草模様が好まれました

-10/15㊐

肩
かた

衣
ぎぬ

   
黒
くろ

麻
あさ

地
じ

波
なみ

兎
うさぎ

牡
ぼ

丹
たん

唐
から

草
くさ

州
す

浜
はま

笹
ささ

模
も

様
よう

江戸時代・19世紀

◎柴
しば

垣
がき

蔦
つた

蒔
まき

絵
え

硯
すずり

箱
ばこ

古満休意作　江戸時代・17世紀

-12/25㊊

自
じ

在
ざい

龍
りゅう

置
おき

物
もの

　明珍宗察作
江戸時代・正徳3年（1713）
甲冑師・明珍宗察の手がけ
た龍形の自在置物。在銘作
品では最古の作品です

10/3㊋-11/12㊐

高
こう

秋
しゅう

霽
せい

月
げつ

長野草風筆　大正15年（1926）
笹沼千代子氏寄贈
輝く満月と無数のちぎれ雲の空に
引き込まれそうな巧みな構図

11/14㊋-12/25㊊

地
じ

獄
ごく

極
ごく

楽
らく

図
ず

河鍋暁斎筆  明治時代・19世紀

◎金
こん

銅
どう

火
か

焰
えん

宝
ほう

珠
じゅ

形
がた

舎
しゃ

利
り

容
よう

器
き

鎌倉時代・13～14世紀

-11/26㊐

マレク
北海道アイヌ　19世紀　徳川頼貞氏寄贈
アイヌが神の魚と呼んで尊んだ鮭を捕ま
えるための突き鉤（かぎ）

11/28㊋-2018/2/25㊐

首
くび

飾
かざり

北海道アイヌ　19世紀　徳川頼貞氏寄贈

10/3㊋-11/26㊐

Histoire de l’art du Japon
（日

に

本
ほん

美
び

術
じゅつ

史
し

）　千九百年巴里万国博覧会
臨時博覧会事務局編　明治33年（1900）
→7ページ

11/28㊋-2018/1/28㊐

都
みやこ

名
めい

所
しょ

図
ず

会
え

　第1
秋里 島著、竹原信繁画
江戸時代・安永9年（1780）再刊　
徳川宗敬氏寄贈

（部分）

（部分）

総合文化展 ｜ 見どころ案内

◎光
こう

背
はい

および蓮
れん

華
げ

座
ざ

（◎文
もん

殊
じゅ

菩
ぼ

薩
さつ

騎
き

獅
し

像
ぞう

および侍
じ

者
しゃ

立
りゅう

像
ぞう

のうち）
康円作　興福寺伝来
鎌倉時代・文永10年（1273）
いつもは仏像に隠れて見えにくい光背。
美しい透かし彫りをお見逃しなく！

-12/3㊐

◎文
もん

殊
じゅ

菩
ぼ

薩
さつ

坐
ざ

像
ぞう

（◎文
もん

殊
じゅ

菩
ぼ

薩
さつ

騎
き

獅
し

像
ぞう

および侍
じ

者
しゃ

立
りゅう

像
ぞう

のうち）
康円作　興福寺伝来
鎌倉時代・文永10年（1273）
→3ページ

11/28㊋-2018/2/25㊐

◎色
いろ

絵
え

月
げつ

梅
ばい

図
ず

茶
ちゃ

壺
つぼ

仁清
江戸時代・17世紀

10/24㊋-2018/2/4㊐

◎不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

立
りゅう

像
ぞう

平安時代・11世紀
本来は怖い不動明王。平安時代の
不動はどこか優しさを感じさせます

-10/15㊐

◉太
た

刀
ち

 銘 三
さん

条
じょう

（名物 三
み

日
か

月
づき

宗
むね

近
ちか

）
平安時代・10～12世紀　渡邊誠一郎氏寄贈

10/17㊋-2018/1/8㊊・㊗

◉太
た

刀
ち

 長
おさ

船
ふね

景
かげ

光
みつ

（号 小
こ

龍
りゅう

景
かげ

光
みつ

）
鎌倉時代・元亨2年（1322）
備前・長船派の名工景光の代表作で、小さい龍が見られます

-12/25㊊

◎扇
おうぎ

散
ちらし

蒔
まき

絵
え

手
て

箱
ばこ

室町時代・15世紀
蒔絵手箱の代表作。扇面に
描き込まれた画中画をつぶさ
に見るのも一興です

（部分）

567

1-1

8-1

8-2

1-29 10
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教育普及事業

＊ 事前申込プログラムにお申し込みいただいた方には、当落に関わらずご連絡します。
実施日の3日前までに受講可否の返答がない場合は、通信トラブルの可能性もありますので、各申込先に電話でお問合せください。TEL：03-3822-1111（代）
＊各種催し物にご応募の際に提供いただいた個人情報は、当該の目的のみ使用させていただきます。終了後はすみやかに破棄します。
＊インターネットからのお申込みができない方は、お電話でお問合せください。

＊ は「ヒアリングループ」対応のイベントです。

運慶前夜：平安時代後期の仏像について
日時：10月31日（火）　14：00～14：30  平成館大講堂
講師：皿井舞（絵画・彫刻室主任研究員）
平安時代後期に流行した仏像のかたちについてお話しします。「運慶」展
（→2ページ）で鎌倉時代の仏像を堪能した方にも、優美な平安後期の仏像
がお好きな方にもお楽しみいただけます。

高麗の英雄・崔
チェ
忠
チュン
献
ホン
　＊関連展示：本誌8ページ

日時：11月14日（火）　14：00～14：30  東洋館10室
講師：白井克也（考古室長）
軍人たちの争いをおさめて政治を安定させた崔忠献について、彼の墓誌を中
心に解説します。

中国書画精華―日本人のまなざし―
　＊関連展示：本誌6ページ
日時：11月28日（火）　14：00～14：30  東洋館8室
講師：富田淳（学芸企画部長）
日本美術にも大きな影響を与えてきた中国書画の名品がいつごろ日本に伝
えられ、日本人がどのように受け入れてきたかを紹介します。

東京藝術大学大学院インターンによるギャラリートーク
紅
びん
型
がた
ができるまで

10月3日（火）・10日（火）・17日（火）　各回15：30～15：50
解説：山田麻緒、大小田万侑子、月村紀乃　本館19室
本館19室 みどりのライオンで展示中の工程見本を制作するにあたり、調査
や復元を通してわかった技法や表現について、制作を担当した藝大生がお話
しします。

知る楽しみ、学ぶ喜び

講演会・ギャラリートーク・ガイダンス
講演会

月例講演会「甲冑入門」
日時：10月21日（土）　13：30～15：00
講師：池田宏（客員研究員）
室町時代から江戸時代の甲冑の種類や特色について
お話しします。

月例講演会「室町時代のやまと絵」
＊関連展示：本誌6ページ
日時：11月4日（土）13：30～15：00
講師：土屋貴裕（特別展室主任研究員）
前代の伝統を引き継ぎつつも、革新性をそなえた室町
時代のやまと絵。その豊かな表現世界とともに、これ
らを描いたやまと絵師たちの画業をたどります。

＊ 会場は平成館大講堂、定員380名、聴講無料（ただし、当日の入館料が必要）
＊開場は開始の30分前（予定）

ギャラリートーク
明治時代の日本美術史編纂
＊関連展示：本誌7ページ
日時：10月3日（火） 14：00～14：30 　本館15室
講師：三輪紫都香（百五十年史編纂室アソシエイトフェロー）
『稿

こう

本
ほん

日
に

本
ほん

帝
てい

国
こく

美
び

術
じゅつ

史
し

』は明治時代に刊行された美術史で、帝国博物館（当
館の前身）が編纂しました。この頃の博物館の活動と併せて紹介します。

中世の水墨山水画
日時：10月13日（金）　18：30～19：00
　　　本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
講師：救仁郷秀明（列品管理課長）
詩画軸山水から周

しゅう

文
ぶん

様式へと展開する水墨山水画の歴史と魅力についてお
話しします。

五感を使った美術体験

ワークショップ・ツアー
ワークショップ
日本文化との出会い「きもの体験」　
日本の伝統衣装を着て記念撮影ができます。きものにこめられた美意識や、
生活文化を感じてください。
日時：10月24日（火）～11月5日（日）
　　　火・水・木・日曜日、11月3日（金・祝）　11：00～16：30
　　　金・土曜日（11月3日〈金・祝〉を除く）　15：00～20：30
　　　＊当日受付。受付は会場で、終了時間の30分前まで
　　　＊体験は一人1着
会場：本館特別4室　定員：各日 30名（先着順）
参加費： 500円（ただし、高校生を除く18歳以上70歳未満の方は、別途当

日の入館料が必要）

協力：ハクビ京都きもの学院
お問合せ：TEL 03-3822-1111（代） 教育普及室

日本文化との出会い「書体験」
日本文化を代表する「書」に親しむ第一歩。トーハク
所蔵の国宝「賢

けん

愚
ぐ

経
きょう

（大
おお

聖
じょう

武
む

）」をお手本に、きれい
な色紙に一文字、筆ペンで書いてみましょう。
日時：11月7日（火）～11月30日（木）
　　　火・水・木・日曜日　11：00～16：30
　　　金・土曜日　15：00～20：30
　　　＊当日受付。受付は会場で、終了時間の30分前まで
会場：本館2階ラウンジ　定員：各日200名（先着順）
参加費： 100円（ただし、高校生を除く18歳以上70歳未満の方は、別途当

日の入館料が必要）
お問合せ：TEL 03-3822-1111（代） 教育普及室

鮮やかな色
の

秘密とは？

兜
かぶと
を

かぶっとこ！
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参加費：無料（ただし、高校生を除く18歳以
上70歳未満の方は当日の入館料が必要）
申込方法：当館ウェブサイトのフォームか往復
はがきでお申込みください。往復はがきの場合
は、「往信用裏面」に（1）参加者全員（2名まで）
の氏名・ふりがな、お子さんの学年、（2）参
加者の郵便番号・住所（2名の場合はそれぞれ
の住所）、（3）代表者の電話番号、（4） 保護者が一緒の場合はその人数を、「返
信用表面」に代表者の郵便番号・住所・氏名を明記のうえ、下記申込先に
お送りください。
申込締切：11月6日（月）必着　
申込先：〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
　　　　東京国立博物館ボランティア室　「12月3日勾玉作り」係
お問合せ：TEL 03-3822-1111（代） ボランティア室

あなたの鑑賞をサポート

ボランティアによる事業
［往復はがき、ウェブサイトフォーム］事前申込制

アートスタジオ 　

子どもの勾玉作り
平成館考古展示室にある勾玉を見学した後に、
滑石を加工してオリジナルの勾玉を制作しま
す。完成作品はお持ち帰りいただけます。
日時：12月3日（日）13：30～15：30
会場：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
対象：小学3年生～中学生（保護者の見学も可）
定員：20名程度（応募者多数の場合は抽選）

12月2日（土）　浮世絵ガイド、お茶会、樹木ツアー、英語ガイド、東洋館ツアー、
刀剣・武士の装いツアー、近代の美術ガイド、陶磁ガイド、本館ハイライトツ
アー、彫刻ガイド、法隆寺宝物館ガイド、考古展示室ガイド

※ガイドツアーの集合場所、時間などの詳細は本誌次号カレンダー（16ページ）、チラ
シ、当館ウェブサイト、当日の館内案内をご覧ください。

※ボランティアデーの催しは、お茶会を除いて参加無料。ただし、高校生を除く18歳
以上70歳未満の方は当日の入館料が必要。

※お茶会（先着15名）、庭園茶室ツアー（先着18名）は当日9：30から、集合場所で整
理券を配布。

お問合せ：TEL 03-3822-1111（代） ボランティア室

12月１日（金）・2日（土）に「東博ボランティ
アデー」を開催します。お客様にトーハクでの
時間を「より楽しく」「より快適に」過ごしてい
ただくために、当館では、約 150名のボラン
ティアが活動しています。ボランティアデーで
は、2日間にわたり、ボランティアによるさま
ざまな催しを行います。トーハクをもっと楽し
みたい方、博物館のボランティアに興味があ
る方はぜひご参加ください。2日間のスケジュールは以下のとおりです。

◆ボランティア活動紹介ツアー
現役ボランティアが活動現場をめぐり、ご案内します。トーハクのボランティ
ア活動に興味をもっている方は、やりがいなども直接ボランティアに聞ける
チャンスです。
時間：10：30～11：30、12：30～13：30（随時受付、ツアー時間は 30分程度）
受付：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）

◆ボランティア募集説明会
ボランティアに応募をお考えの方に、当館ボランティアの趣旨と概要、応募方
法について職員が説明します（応募に際し、参加必須ではありません）。
時間：両日とも10：00～10：30、12：00～12：30、16：00～16：30（すべて同内容）
会場：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
◆ボランティアによるガイドツアー

12月1日（金）　考古展示室ガイド、庭園茶室ツアー、たてもの散歩ツアー、樹
木ツアー、本館ハイライトツアー、法隆寺宝物館ガイド、彫刻ガイド

東博ボランティアデー2017

平成30年度ボランティア募集のお知らせ
平成 30年（2018）4月から3年間の任期で
活動するボランティアを約 50名募集しま
す。東博ボランティアデーでは、募集説明会
を行いますので、お気軽にご参加ください
（高校生を除く18歳以上70歳未満の方は
当日の入館料が必要）。応募受付は、12月
11日（月）～2018年1月11日（木）です。あなたも
トーハクでボランティアをしてみませんか？　詳細は、当館ウェブサイト
でご案内します。

お問合せ：TEL 03-3822-1111（代） ボランティア室

修学旅行生や観光客など、来館した方が博物館を楽しむための教育普
及室の仕事について、室長の藤田さんにインタビューしてきました。

活動の2本柱は「スクールプログラム」と「ワークショップ」
スクールプログラムってなんだほ？

 学校から来る小学生から高校生向けのプ
ログラムです。レクチャーや職場体験な
ど全部で15種類あります。毎月20校くら
いの生徒さんに対応しています。

プログラムの内容はどうやって決めるん
ですか？

事前に先生と相談し、人数や希望の内容
をきいて決めます。

お話をきいてるだけだと眠くなるほ…

 確かにそんな生徒さんも（笑）。元気なグループも大人しいグループもあるので、
みんなに楽しんでもらえるよう話し方を工夫しています。

学校の授業につながるお話もありますか？

高校生は、東洋館で世界史の勉強、歴史の勉強をはじめる小学生には、考古展示
室で縄文土器や埴輪をみてもらうなど、学年に合わせた内容も用意しています。な
かには、修学旅行で京都や奈良に行く前に仏教美術を学びに来る学校もあるよ。

 みんな勉強熱心だほ。ぼくは学校に行ってないし、楽しく遊びたいほ。

誰でも参加できるワークショップもやっていま
すよ。

前に、書道の体験をやっていて楽しそうでした。
何をやるかはどうやって思いつくんですか？

「書体験」ね。お正月に配布したワークシート
で、日本語が分からないお客様も漢字を書く
ことを楽しんでくれたので、ワークショップに
発展させたの。今年の夏に行った、親と子の
ギャラリー「びょうぶとあそぶ」という展示企
画も、年に何回か行っている「屛風体験！」ワー
クショップから思いついたのよ。

プログラムは進化するんだほー

展示室にあるものは、最初からガラスケースの中
にあったわけじゃなくて、いろいろな人が大切に
してきたもの。身近に感じて、小さい子どもから
大人までみんなトーハクを楽しいって思ってほし
いな。

教育普及室ってどんなお仕事してるんだほ？
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中学校の生徒さんたちへのレクチャー
（本館地下の「みどりのライオン」にて）

「書体験」は、日本語を読めない外
国の方も楽しめます（→12ページ）

親と子のギャラリーで配布するパ
ンフレットも教育普及室が制作。
配布ラックへの補充を行う時も

教育普及室の
藤田千織室長→

この他、展示室ガイドアプリ「トーハクなび」や音声ガイドの
制作、また展示「親と子のギャラリー」など、教育普及室は来
館者向けのプログラムに関わる多様な場面で活躍しています！



イベント＆インフォメーション  

日本電設工業株式会社 様
株式会社 コア 様
大日本印刷株式会社 様
毎日新聞社 様
株式会社 大林組 様
朝日新聞社 様
株式会社 ホテルオークラエンタープライズ 様
株式会社 ミロク情報サービス 様
読売新聞社 様
三菱商事株式会社 様

株式会社 三冷社 様
株式会社 東京美術 様
日本通運株式会社 美術品事業部 様
株式会社 安井建築設計事務所 様
株式会社 ナガホリ 様
松本建設株式会社 様
株式会社 古美術藪本 様
謙慎書道会 様
近代書道研究所 様
日本畜産興業株式会社 様
株式会社 東京書芸館 様

特別会員 維持会員 団体

凸版印刷株式会社 様
公益財団法人 東芝国際交流財団 様
日本写真印刷コミュニケーショ
ンズ株式会社 様
日本ロレックス株式会社 様
サロン・ド・ソネット 様
TABIZURU FOUNDATION 様
株式会社 みずほ銀行 様
一般財団法人 東京国立博物館協力会 様

インフォコム株式会社 様
学校法人 大勝院学園 様
有限会社 システム設計 様
株式会社 インターネットイニシアティブ 様
株式会社 小西美術工藝社 様
有限会社 ギャラリー竹柳堂 様
株式会社 育伸社 様
株式会社 モリサワ 様
アミ開発有限会社 名古屋支店 様
光村図書出版株式会社 様
株式会社 資生堂 様

東京国立博物館賛助会員　2017年8月16日現在

株式会社 グラスバウハーン・ジャパン 様
株式会社 デュナミス 様
キッコーマン株式会社 様
公益社団法人 創玄書道会 様
朝陽書道会 様
一般社団法人 書芸文化院 様
株式会社 精養軒 様
株式会社 都市環境企画 様
全日本空輸株式会社 様
株式会社 清光社 様
一般社団法人 学士会 様

公益財団法人 書道芸術院 様
アズビル株式会社 様
セコム株式会社 様
株式会社 ニッセイコム 様
金剛株式会社 様
株式会社 ロイスダール 様
株式会社 岡村製作所 様
株式会社 GICジャパン 様
公益財団法人 アダチ伝統木版画
技術保存財団 様
エクスロン・インターナショナル株式会社 様個人

プレミアム会員
岩間 良孝 様
特別会員
永久 幸範 様
辻 泰二 様
谷川 紀彦 様
佐久間 基晴 様
田中 將介 様
井田 悦郎 様
大山 孝良 様
維持会員
伊藤 信彦 様
籔内 匡人 様
服部 悦子 様
岩沢 重美 様
高田 朝子 様
齋藤 京子 様
齋藤 邦裕 様
和田 喜美子 様
藤原 紀男 様
中川 俊光 様
関谷 徳衛 様
高橋 守 様
小澤 桂一 様

上久保 のり子 様
櫛田 良豊 様
長谷川 英樹 様
池田 孝一 様
木村 剛 様
観世 あすか 様
星埜 由尚 様
渡辺 章 様
稲垣 哲行 様
飯岡 雄一 様
髙瀬 正樹 様
寺浦 信之 様
高木 美華子 様
吉原 知良 様
古屋 光夫 様
根田 穂美子 様
松本 澄子 様
是常 博 様
上野 孝一 様
北山 喜立 様
山田 泰子 様
栄田 陸子 様
絹村 安代 様
臼井 生三 様

津久井 秀郎 様
川澄 祐勝 様
神通 豊 様
神通 豊一 様
石川 公子 様
永田 実香 様
西岡 康宏 様
友景 紀子 様
東野 治之 様
竹下 佳宏 様
松原 聡 様
野澤 智子 様
坂田 浩一 様
池谷 正夫 様
木谷 騏巳郎 様
渡久地 ツル子 様
汐崎 浩正 様
平井 千惠子 様
青山 道夫 様
髙橋 靜雄 様
田中 千秋 様
小西 晫也 様
田中 望 様
三井 速雄 様

坂詰 貴司 様
吉田 靖 様
松本 雅彦 様
篠田 喜弘 様
片山 正紀 様
伊藤 喜雄 様
細川 要子 様
錦織 伸一 様
鈴木 幸一 様
秋元 文子 様
土師 詔三 様
上塚 建次 様
鏡 賢志 様
野口 圭也 様
渡邊 雪絵 様
佐藤 禎一 様
田中 榮二 様
山口 隆司 様
原 一之 様
会田 健一 様
相良 多恵子 様
鈴木 徹 様
今里 美幸 様
楠 冨久美 様

櫻井 恵 様
加藤 孝明 様
伊佐 健二 様
軽部 由香 様
木越 純 様
井上 保 様
田中 信 様
岡 靖子 様
古川 晴紀 様
新関 日出夫 様
岩本 光雄 様
山本 隆幸 様
山上 知子 様
名取 幸二 様
増渕 信義 様
要 英範 様
安田 格 様
筑紫 みずえ 様
鳥山 玲 様
栗山 哲夫 様
榎本 享世 様
岡田 良雄 様
阿部 和加子 様
師田 久子 様

井茂 圭洞 様
髙味 良信 様
廣田 穰 様
杉山 恭規 様
笹森 美子 様
高橋 明子 様
小塚 泰博 様
星 八郎 様
西永 義久 様
木下 茂子 様
田浦 宏己 様
山中 翠谷 様
荒木 章 様
関口 大志 様
栁村 衛 様
樺澤 剛志 様
小日向 志乃 様
松前 達郎 様
佐藤 貴士 様
横田 隆義 様
新保 幸男 様
中野 俊介 様
井出 宗則 様
土屋 和彦 様

碓田 榮一 様
加納 隼人 様
林 和人 様
清水 透石 様
野本 陽代 様
福田 倫子 様
佐藤 芙蓉 様
青山 慶示 様
谷内 英一 様
樋口 頴一 様
吉永 喜代子 様
竹原 鈴子 様
長嶋 益子 様
富山 仁美 様
髙山 真行 様
渡辺 婦美 様
鈴木 渓泉 様
今村 正 様
供田 扶美 様
福武 正廣 様
竹内 和世 様
岡野 一昭 様
伊藤 彰信 様
小林 浩和 様

加藤 正叙 様
蔵口 真理 様
宮下 雅博 様
田代 雅彦 様
昆 政彦 様
髙橋 薫 様
清田 志郎 様
佐野 淑子 様
中村 光宏 様
菅野 良子 様
中島 米治郎 様
田中 久丸 様
神田 靖男 様
森本 晃生 様
石飛 博光 様
清原 真里 様
角田 保行 様
金光 真佐一 様
田辺 修一 様
水野 和良 様
竹内 明世 様
平田 恭之 様
武井 伸之 様
羽石 史生 様

前田 寿子 様
笠原 勉 様
高木 紘司 様
小河 恭子 様
田中 三伊 様
黒河 英俊 様
廣瀬 敏章 様
北田 俊也 様
岩本 みち子 様
堀川 佳津美 様
瀧本 篤 様
秋元 幸雄 様
中山 安弘 様
鈴木 健之 様
野田 和佳子 様
木村 則子 様
水田 渉子 様
吉原 剛一 様
本吉 丈夫 様
重田 綾子 様
五嶋 滋之 様
笹川 統 様
柴 啓介 様
岩佐 恵子 様

向山 裕子 様
上島 啓祿 様
田中 眞知子 様
髙田 明典 様
根岸 順 様
小野 透 様
竹中 洋介 様
脇 素一郎 様
本條 陽子 様
福井 一夫 様
石田 勝世 様
山神 英司 様
長井 真理 様
島谷 桂子 様
高野 成子 様
森本 文子 様
田頭 敦子 様
牧 裕子 様
南 佳菜子 様
沖 斗南 様
北爪 由紀夫 様
伊藤 隆 様
周藤 寛幸 様
山見 勝彦 様

庄司 浩 様
三宮 信秀 様
大貫 健司 様
中井 健二 様
石井 延隆 様
佐々木 裕明 様
鶴谷 舞 様
原田 清朗 様
横田 恭三 様
和田 文彦 様
北山 卓 様
荒井 淳子 様
伊藤 建次郎 様
田原 喬子 様
大山 仁 様
小田 周平 様
田島 ヨシ江 様
沼尻 昭 様
小森 義記 様
那須野 さや佳 様
佐藤 直哉 様
土志田 嘉 様
本保 順子 様
佐藤 はるみ 様

面田 大介 様
佐藤 義昭 様
三浦 邦夫 様
近藤 雅美 様
粂田 啓一 様
長谷川 里津子 様
渕本 靖子 様
大類 泰郎 様
岩井 順一 様
藤本 久子 様
仲田 雅也 様
青木 香織 様
染谷 克人 様
伊藤 翔司 様
石井 誠一郎 様
平井 智春 様
田中 久江恵 様
大原 延恵 様
井上 雄吉 様
飯浜 修 様
青木 勝重 様

ほか138名2社、

東京国立博物館賛助会員募集のご案内
東京国立博物館では賛助会制度を設け、当館の活動を幅広く
ご支援いただいております。賛助会員よりいただいた会費は、
文化財の購入・修理、調査研究・総合文化展・施設整備等の充
実にあてております。どうか賛助会の趣旨にご理解ご賛同をい
ただき、ご入会くださいますようお願い申し上げます。

入会日より1年（入会月の翌年同月末日まで）有効。
◉年会費
〈団体〉 プレミアム会員　1,000万円以上
 特別会員　100万円（1口）
 維持会員　20万円
〈個人〉 プレミアム会員　100万円以上
 特別会員　20万円／維持会員　5万円

◉主な特典
●特別展の内覧会にご招待
●東京国立博物館ニュースの送付
◉申込方法
当館窓口のほか、当館ウェブサイト（クレジット
カード決済）、銀行振込で随時受け付けています。
◉お問合せ
東京国立博物館総務部 賛助会担当
電話　03-3822-1111（代）

順不同

下記の展示館を一時休館します。
東洋館：12月11日（月）～2018年1月1日（月・祝） ［展示環境整備のため］

休館情報

10月「トークサロン① 考古学への招待―縄文 vs 弥生―」
日時：10月27日（金）　19：00～20：30
講師：井上洋一（副館長）×小林牧（博物館教育課長）
11月「トークサロン② 中国書画精華―日本人のまなざし―」
日時：11月24日（金）　19：00 ～ 20：30　
講師：富田淳（学芸企画部長）×小林牧（博物館教育課長）
食事とともにトークをお楽しみいただき、後半は展示室へご案内します。
定員：20名（ローチケHMV〔ローソンチケット〕で10月3日（火）よりチケットを
販売、なくなり次第終了）
料金：2,000円（税込）
＊当日はイベントチケットで総合文化展をご覧いただけます。
＊詳細は当館ウェブサイトをご覧ください。

プレミアム・フライデー@トーハク

「創エネ・あかりパーク®2017」開催に伴う夜間開館

上野公園での恒例イベント実施に伴い、当館も夜間開館を行います。
夜間開館：11月2日（木）～4日（土）　 21：00まで開館（入館は20：30まで）
＊本館への特別プロジェクション（展示の名品を投映）は11月1日（水）～4日（土） 

主催：「創エネ・あかりパーク2017」実行委員会

11月3日（金・祝）は「留学生の日」

日本の学校に所属する留学生、ALT（外国語指導助
手）およびその同行者は総合文化展が無料となりま
す。入館の際には学生証をご提示ください。
〈イベントスケジュール〉
〇「日本美術の流れ」英語ガイド　11：00～12：00、15：00～16：00
　 本館2階の展示作品を、ボランティアが英語で紹介します。
〇各種ガイドツアー
　やさしい日本語で行います。詳細はウェブサイトをご確認ください。
〇研究員によるギャラリートーク　12：00～12：30
　講師：ミウォシュ・ヴォズニ（国際交流室アソシエイトフェロー）
　会場：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
〇留学生のためのお茶会（応挙館）　①11：00～12：00 ②13：00～14：00
　定員：各回15名
　参加方法：①②とも9：30より本館前受付にて整理券配布　参加費：500円
〇留学生のためのお茶体験（九条館）　11：00～15：00
　定員：200名（先着順。入替制、1回あたり20分程度）
　参加方法：当日、直接九条館へお越しください　参加費：300円

都内文化施設の連携企画。当館では弦楽器四重奏をお楽しみください。
日時：10月28日（土）　15：00～、17：00～（各回20分）　
会場：本館大階段　料金：無料（ただし、当日の入館料が必要）
出演： 吉江美桜（ヴァイオリン）、水野優也（チェロ）、菊野凛太郎（ヴァイオ

リン）、島方瞭（ヴィオラ）
主催： 東京都／東京文化会館・アーツカウンシル東京（公益財団法人東京都

歴史文化財団）
お問合せ：東京文化会館事業企画課　03-3828-2111　＊土・日曜、祝日は除く

Music Program TOKYO まちなかコンサート
～芸術の秋、音楽さんぽ～

トーハクくんとユリノキちゃんが「ゆ
るキャラ®グランプリ2017」にエント
リー（No.195）。投票は11月10日（金）
18：00まで。1日1回まで投票できます。

「ゆるキャラ®グランプリ2017」に
エントリー中！
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東京国立博物館利用案内
開館時間：
9:30～17:00（入館は閉館の30分前まで）
● 総合文化展は金・土曜日および11月2日（木）は
21：00まで
● いずれの場合も黒田記念館は17：00まで
休館日：
月曜日（祝日・休日に当たる場合は開館、翌平日休館）
年末年始
（12月26日〈火〉～ 2018年1月1日〈月・祝〉）
● 10月10日（火）、12月25日（月）、2018年3月26日
（月）は開館
● 12月12日（火）は電気設備等保守点検のため、臨
時休館

● 黒田記念館特別室の開室は10月31日（火）～11
月12日（日）、2018年1月2日（火）～1月14日（日）、
2018年3月26日（月）～ 4月8日（日）

＊ 特別展等の開催に伴い、開館時間及び休館日は変更になる
ことがあります。

総合文化展観覧料金：
一般＝620（520）円　大学生＝410（310）円
●（　）内は20名以上の団体料金
● 障がい者とその介護者1名は無料。満70歳以上、
高校生以下および18歳未満の方は無料
● 2017トーハク感謝day（12月23日〈土・祝〉・24日
〈日〉・25日〈月〉）は、総合文化展のみ無料

東京国立博物館会員制度（2017年4月からの新制度）
東京国立博物館では、皆様のニーズに合わせて各種会
員制度をご用意しております。

友の会 　

 発行日から1年間有効
 年会費 8,000円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。東京国立博
物館の特別展観覧券を6枚配布、本誌の定期購読、
ショップ、レストラン割引等様々な特典があります。

メンバーズプレミアムパス 　

 発行日から1年間有効
 年会費　一般5,000円、学生3,500円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。東京国立博
物館の特別展観覧券を4枚配布します。

国立博物館メンバーズパス（4館共通）
 発行日から1年間有効
 年会費　一般2,000円、学生1,000円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。

ニュース会員
東京国立博物館ニュースの定期購読　
 年会費　1,000円（6冊分）
【特典】 年6回東京国立博物館ニュースをご自宅に送付
いたします。メンバーズプレミアムパスとの同時申し込み
で100円割引。
＊次号よりご送付希望の場合、締切は11月10日（金）です。

〇申込方法
1. 会員専用窓口
　当館正門前の会員専用窓口で即日発行いたします
（現金またはクレジットカード）。
2. ウェブサイト
　専用申込フォームからお申し込みください（クレ
ジットカードまたは郵便振替（振替用紙を送付））。
3. 郵便振替
● 振替用紙に①種別（友の会、プレミアムパス、4館
共通、ニュース）、②区分（一般、学生）③氏名（ふ
りがな）、④郵便番号、⑤住所、⑥電話番号、⑦
年齢、⑧性別、⑨メールアドレス（メールマガジン
希望者のみ）を通信欄にご記入の上、下記口座ま
でお振替ください。
加入者名：東京国立博物館会員制度
口座番号：00140-3-791791
● 振込用紙の半券が領収書になります。有効期限
終了まで保管してください。
● 振替手数料はお客様負担となります。
● ご入金確認日より会員証等がお手元に届くまで2
週間程度かかります。
＊一度収められた料金の払い戻しはいたしません。
＊各種イベントのお申込みに際してご提供いただいた個人情
報は、当該目的にのみ使用させていただきます。当館は個人情
報に関する法令を遵守し、適正な管理・利用と保障に万全を尽
くします。

◉お問合せ
電話03-3822-1111（代）総務課会員制度担当
＊月曜～金曜日の9：30～17：00（土日・祝休日は除く）

FAX 03-3821-9680

最新情報は、ウェブサイト、Facebook、
Twitter、Instagram、メールマガジンで！
東京国立博物館ウェブサイト　
http://www.tnm.jp/

表紙： ◎文殊菩薩騎獅像および侍者立像　康円作　奈良・興福寺伝来　鎌倉時代・文永10年（1273）

①「大仙院障壁画と狩野之信―書院の間の障壁画・中
国故事人物図―」松木寛（美術史家）

②「東京帝室博物館刊行の『桜の図譜』と天産課で企画
された『日本桜花図譜』について」田中純子（練馬区立
牧野記念庭園記念館学芸員）

③「《調査報告》真如苑真澄寺所蔵大日如来坐像のX線断
層写真（CT）調査報告」丸山士郎（当館特別展室長）

お問合せ： 当館ミュージアムショップまたは 
中央公論事業出版（TEL：03-5244-5723）

定価：1,543円（税込）

特別展「仁和寺と御室派のみほとけ―天平と真言密教の名宝―」（2018年1月
16日〈火〉～3月11日〈日〉→2ページ）の無料観覧券（10組20名様）をプレゼン
ト。または2018年のお正月にトーハクくんから年賀状（10名様）が届きます。
締切は12月10日（日）必着。
＊プレゼントの応募方法
はがきに郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、性別、年齢、
ご希望のプレゼント（チケットまたは年賀状）ならびにこの
号で一番おもしろかった記事をご記入のうえ、下記までお
送りください。発表は発送をもって替えさせていただきます。
〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館 広報室「ニュース10・11月号」プレゼント係

特別展「仁和寺と御室派のみほとけ―天平と真言密教の名宝―」
チケットプレゼントまたはトーハクくんから年賀状が届きます

『MUSEUM』669号（2017年8月15日発行）の掲載論文

VR作品『DOGU　縄文図鑑でめぐる旅』～11月5日（日）

約1万3千年前から1万年ほど続いた縄文時代、人々は
どんな生活をしていたのでしょうか？ 文字もない縄文
時代の生活を知るためには、土の中から出てきた土器
や石器、そして土偶を調べ、想像力を働かせることが
必要です。シアターで考古学者ならではのとっておき
の楽しみ方をご紹介します。一緒に展示室をもっと楽
しんでみませんか。さあ、縄文図鑑を開いて、縄文時
代への旅へと出かけましょう。
料金：一般・大学生・高校生500円、小学生・中学生300円
＊未就学児、障がい者とその介護者1名は無料（1作品／1回あたり）
＊こどもウェルカムキャンペーン：～ 11月5日（日）は小・中学生は鑑賞無料です。
＊総合文化展とセット購入で一般：1,000円／大学生800 円
＊所要時間は約40分です。鑑賞には当日の予約が必要です。
＊演目・スケジュールは都合により変更になる場合があります。
＊11月6日（月）～ 2018年1月1日（月・祝）まで、上演環境改善のため休演します。
＊詳細はウェブサイトをご覧ください。　URL http：//www.toppan-vr.jp/mt/

TNM & TOPPAN ミュージアムシアター
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夏の美術作品調査
美術作品の調査や撮影と聞くと、どのような
イメージをおもちになりますか。優雅？  いえいえ、だいたい過酷です。

7月、梅雨明け宣言の直後、2019年 1月開幕の特別展「仁和寺と御
室派のみほとけ」（→ 2ページ）に向けて、研究員チームが仁和寺に
て調査・撮影を行いました。空調設備のない収蔵庫のなか、熱い空
気がまとわりつき、とめどなく汗が噴き出します。写真は撮影の様子
です。暑さが伝わりますでしょうか？  そんなわけで、夏場の調査には
熱中症対策が必須。塩飴、首にあてる冷却ネッククーラー、汗ふきシ
ートは必携です。 （皿井舞）

研究員の

つ ぶ やき
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1
日

【運慶】 「興福寺と運慶―特に北円堂の諸像をめぐって―」
13：30　平成館大講堂　 13：30　 14：30

2
月

休館日

3
火

11：00　 「明治時代の日本美術史編纂」14：00 本館15室
「紅型ができるまで」 15：30 本館19室

4
水

5
木

11：00

6
金

夜間開館（21：00まで）　 15：00

7
土

夜間開館（21：00まで）　 11：00　 14：00
♥11：00、13：00、15：00

8
日

トーハクくん誕生日
13：00　 14：00　 15：00　♥11：00、13：00、15：00

9
月・祝

ユリノキちゃん誕生日　

10
火

「紅型ができるまで」 15：30 本館19室

11
水

12
木

11：00

13
金

夜間開館（21：00まで）　 14：00　 「中世の水墨山水画」
18：30 本館地下教育普及スペース

14
土

夜間開館（21：00まで）　 14：30

15
日

11：00　 11：00　 11：00、13：00　 14：00　 14：30

16
月

休館日

17
火

「紅型ができるまで」 15：30 本館19室

18
水

19
木

15：00

20
金

夜間開館（21：00まで）　 11：00

21
土

夜間開館（21：00まで）　 11：00　
「甲冑入門」13：30 平成館大講堂　 14：00　 15：00

22
日

13：00　 15：00

23
月

休館日

24
火

「きもの体験」11：00～16：30 本館特別4室

25
水

11：00　 「きもの体験」11：00～16：30 本館特別4室

26
木

「きもの体験」11：00～16：30 本館特別4室　 14：00

27
金

夜間開館（21：00まで）　 「きもの体験」15：00～ 20：30
本館特別4室　★「トークサロン① 考古学への招待」19：00 

28
土

夜間開館（21：00まで）　【運慶】 「運慶展 最新調査報告」13：30　平成館大講堂　 13：30
「きもの体験」15：00～ 20：30 本館特別4室　♪「まちなかコンサート」15：00、17：00 本館大階段＊1

29
日

「きもの体験」11：00～16：30 本館特別4室
♪「アジアの伝統楽器によるコンサート  東方音楽絵巻」14：00 平成館大講堂＊2

30
月

休館日

31
火

「きもの体験」 11：00～16：30 本館特別4室
「運慶前夜：平安時代後期の仏像について」14：00 平成館大講堂

1
水

「きもの体験」
11：00～16：30 本館特別4室

2
木

夜間開館（21：00まで）　 11：00
「きもの体験」11：00～16：30 本館特別4室

3
金・祝

夜間開館（21：00まで）　留学生の日
「きもの体験」11：00～16：30 本館特別4室　 15：00

4
土

夜間開館（21：00まで）　 11：00　 「室町時代のやまと絵」13：30 平成館大講堂　 14：00
「きもの体験」15：00～20：30 本館特別 4室　♥ 11：00、13：00、15：00

5
日

「きもの体験」11：00～16：30 本館特別4室
13：30　 14：30

6
月

休館日

7
火

11：00　 「書体験」11：00～16：30 本館2階ラウンジ

8
水

「書体験」11：00～16：30 本館2階ラウンジ

9
木

11：00　 「書体験」11：00～16：30 本館2階ラウンジ

10
金

夜間開館（21：00まで）　 14：00
「書体験」15：00～ 20：30 本館2階ラウンジ

11
土

夜間開館（21：00まで）　 14：30
「書体験」15：00～ 20：30 本館2階ラウンジ

12
日

「書体験」11：00～16：30 本館2階ラウンジ
13：00　 14：00　 15：00

13
月

休館日

14
火

「書体験」11：00～16：30 本館2階ラウンジ
「高麗の英雄・崔忠献」14：00 東洋館10室

15
水

「書体験」11：00～16：30 本館2階ラウンジ

16
木

「書体験」11：00～16：30 本館2階ラウンジ　 15：00

17
金

夜間開館（ 21：00まで）　 11：00　連続講座「日本における美術史学の誕生」
13：30 平成館大講堂＊3　 「書体験」15：00～ 20：30 本館2階ラウンジ

18
土

夜間開館（21：00まで）　 11：00　連続講座「日本における美術史学の誕生」13：30 平成館
大講堂＊3　 14：00　 15：00　 「書体験」15：00～ 20：30　本館2階ラウンジ

19
日

11：00　 11：00　 11：00、13：00　 「書体験」11：00～
16：30 本館2階ラウンジ　 14：00　 14：30

20
月

休館日

21
火

「書体験」11：00～16：30 本館2階ラウンジ

22
水

11：00　 「書体験」11：00～16：30 本館2階ラウンジ

23
木・祝

「書体験」11：00～16：30 本館2階ラウンジ　 14：00

24
金

夜間開館（21：00まで）　 「書体験」15：00～ 20：30
本館2階ラウンジ　★「トークサロン② 中国書画精華」19：00

25
土

夜間開館（21：00まで）　 13：30
「書体験」15：00～ 20：30 本館2階ラウンジ

26
日

「書体験」11：00～16：30 本館2階ラウンジ
13：00　 15：00

27
月

休館日

28
火

「書体験」11：00～16：30 本館2階ラウンジ　
「中国書画精華―日本人のまなざし―」14：00 東洋館8室

29
水

「書体験」11：00～16：30 本館2階ラウンジ　

30
木

「書体験」11：00～16：30 本館2階ラウンジ　

 ＝月例講演会等、詳細は12ページ（特別展関連事業→2ページ）
 ＝ギャラリートーク、詳細は12ページ
 ＝ ワークショップ、詳細は12ページ
 ＝ 託児サービス実施日（12：30～15：30）、事前予約制、有料
 ＝ ボランティアによるアートスタジオ、事前申込制、詳細は本誌前号13ページ
（※10月1日〈日〉の申込みは締め切りました）

 ＝ボランティアによる本館ハイライトツアー、集合場所 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる浮世絵ガイド、集合場所 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる陶磁ガイド、集合場所 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる彫刻ガイド、集合場所 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる樹木ツアー、集合場所 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる考古展示室ガイド、集合場所 :平成館考古展示室入口
 ＝ボランティアによる英語ガイド（日本美術の流れ）、集合場所 :本館エントランス

 ＝ ボランティアによる応挙館での茶会、集合場所 :本館エントランス（9：30から集合場所で整
理券配布、参加費500円、先着15名）

 ＝ ボランティアによる庭園茶室ツアー、集合場所 :本館エントランス（9：30から集合場所で整
理券配布、先着18名）

 ＝ ボランティアによるたてもの散歩ツアー、集合場所 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる近代の美術ガイド、集合場所 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる刀剣・武士の装いツアー、集合場所 :本館エントランス
 ＝ ボランティアによる東洋館ツアー、集合場所 :東洋館エントランス（10月は「仏像の旅」、11
月は「東洋館ハイライト」）

 ＝ボランティアによる法隆寺宝物館ガイド、集合場所：法隆寺宝物館エントランス
 ＝ 藝大大学院インターンによるギャラリートーク、詳細は12ページ

※屋外で実施するツアー･ガイドは雨天の場合中止することがあります。

【運慶】＝特別展「運慶」関連事業（→2ページ）　★＝「プレミアム・フライデー＠トーハク」（→14ペー
ジ）　＊1＝詳細は本誌14ページ　＊2＝有料イベント。詳細は当館ウェブサイト　＊3＝事前申
込制。詳細は本誌前号12ページ　♥＝トーハクくん＆ユリノキちゃん登場日。場所は本館前

（12/3まで）

博物館でアジアの旅

特別展「運慶」

東京国立博物館10月･11月の展示･催し物 2017・112017・10
フランス人間国宝展

秋の庭園開放

創エネ・あかりパーク®2017


